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正方分割表において，Wall and Lienert (1976)は点対称モデルを提案した．Tomizawa

(1985)はこの点対称モデルを r× c分割表に拡張した．さらにTomizawa (1985)は

この点対称モデルの制約を緩めた周辺点対称モデルも導入した．

r× c分割表において，行変数をX，列変数をY とする．また，Xが i，Y が jを

とる確率を pij とする (i = 1, . . . , r; j = 1, . . . , c)．周辺点対称モデル（Tomizawa,

1985）は次のように定義される：

pi· = pi∗· (i = 1, . . . , r),

かつ

p·j = p·j∗∗ (j = 1, . . . , c),

ここに，pi· =
∑c

t=1 pit，p·j =
∑r

s=1 psj，i
∗ = r + 1 − i，j∗∗ = c + 1 − j．このモ

デルはXと Y の各分布が点対称的であることを示している．

分割表データに対して点対称モデルの当てはまりが悪いとき，点対称性からの

隔たりがどの程度なのかを知ることにも関心がある．Tomizawa, Yamamoto and

Tahata (2007)は点対称性からの隔たりを測る尺度を提案している．

本講演では，周辺点対称モデルが成り立たないとき，周辺点対称性からの隔た

りを測る尺度を提案した．

{pi· + pi∗· 6= 0}, {p·j + p·j∗∗ 6= 0}とし，
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とする．また
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とする．このとき，周辺点対称性からの隔たりを測る尺度を次のように提案した：
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であり，ψ(0)
i (i = 1, 2)は lim

λ→0
ψ

(λ)
i で定義する．

さらにこの尺度の性質や，尺度の有用性などを実データを用いた応用例ととも

に示した．
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